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【神戸港 150 年の主な歩み】
1868 年 神戸開港（1 月 1 日）
1907 年 突堤の修築工事を順次着工
1908 年 ブラジル移民第 1 船「笠戸丸」が出航
1941 年 太平洋戦争勃発
1945 年 神戸大空襲終戦
1963 年 世界初のパイプ構造タワー「神戸ポートタワー」開業
1964 年 「須磨ベルトコンベヤ（「山、海へ行く」）」運転開始　
1966 年 日本最先発・神戸発の人工島「ポートアイランド」着工
1967 年 コンテナ専用船「HAWAIIAN PLANTER」が日本初入港
1970 年 日本最大の客船用ターミナル「ポートターミナル」、

日本初のダブルデッキアーチ型鋼橋「神戸大橋」竣工
1972 年 海上文化都市「六甲アイランド」着工　（1992 年竣工）
1981 年 「ポートアイランド」がまち開き、「ポートピア’81」開催、

世界初の自動無人運転方式の新交通「ポートライナー」開通
1987 年 「メリケン波止場」を埋め立て整備した「メリケンパーク」オープン
1992 年 神戸を代表する新たなウォーターフロントエリア「神戸ハーバーランド」

オープン
1995 年 阪神・淡路大震災発生
1996 年 日本初の大水深高規格コンテナバース「PC14 － 15」の共用開始
1999 年 空港島の埋立工事着工
2005 年 「須磨ベルトコンベヤ」運転停止
2006 年 「神戸空港」開港
2010 年 「国際コンテナ戦略港湾」として選定される
2017 年 神戸開港 150 年

神戸は 1868 年 1 月 1 日の開港以来、港とともに発展し、2017 年に開港 150 年を迎えました。
長年の間、日本のウォーターフロント開発の先駆けとして、人工島「ポートアイランド」、「六甲アイランド」

といった海上文化都市の開発、「メリケンパーク」や「神戸ハーバーランド」等ウォーターフロントエリアの
整備、大型化が進むコンテナ船への対応として高規格港湾施設の整備、さらに 2006 年には「神戸空港」の
開港など、神戸は、関西、そして日本の文化・産業の礎としてこれまで「港」を中心として発展してきました。

神戸開港 150 年について
神戸開港 150 年記念事業実行委員会
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神戸港の港湾整備の経緯
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神戸港が 150 年を迎える今年は、「みんなみな
と KOBE」をスローガンに、「神戸開港 150 年記
念事業」を展開しています。「みなとの機能」、「み
なとの魅力」、「みなとと市民との繋がり」をそれ
ぞれ強化することを軸とし、市民参画のもとで多
くの行事・事業を実施する予定です。既に、本年
2 月には「神戸国際港湾会議」を開催しました。
以下に主な記念行事・事業をご紹介します。

【終了した事業】
■「神戸国際港湾会議」
　〜 International Port 
Conference in Kobe 〜

2 月 13 日、14 日 に
開 催 し た 国 際 会 議 で
は、世界の各港との交
流・連携を促進し、神戸港の国際的な存在感を高
め、世界で活躍するための足掛かりを作ることや、
生産拠点が東南アジア方面に移行していく情勢を
にらみ、とりわけ東南アジア諸港との協力関係を
構築し、成長著しい同地域からの今後の広域的な
集貨につなげていくことを目的としました。

会議には、アジア・欧米の 18 ヶ国・地域から、
28 の港の代表者が参加し、議論の総括として「神
戸宣言」が採択され、今後の各港間の連携や将来
を担う人材育成について協力して取り組むことが
確認されました。

また、東南アジアの港湾管理者を中心に、11
の港と神戸港との間で、航路展開の積極的な推進
や海運に関する情報共有の強化、人的交流の促進
について協定を締結しました。さらに、海外港湾
管理者と、物流関連企業などの民間事業者間で、
延べ 23 件のビジネスマッチングが行われました。

以上の取組みにより、今後の神戸港の港勢拡大
に向けた官・民の協力関係を築くことができました。

■「クイーン・エリザベス」史上初の日本発着クルーズ
世界で最も有名な客船の名を受け継ぐ 3 代目「ク

イーン・エリザベス」が、神戸を拠点に史上初の
日本発着クルーズを実施し、3 月 13 日に神戸港に
入港しました。船長や乗船客に対し、船内で入港
歓迎セレモニーを開催したほか、出港を見送る歓
送演奏や花火の打ち上げ、また、市民向けのイベ
ントでは船内見学会や遊覧船による海上からの見
学会などを開催し、多様なおもてなし・歓迎行事
を実施しました。

■「メリケンパーク」のリニューアル
今から 30 年前に

あたる神戸開港 120
年の際に整備された
メリケンパークがリ
ニューアルされ、芝
生広場の拡張や桜並
木などの緑地整備、
多様なイベント等が
開催できるようイベ
ントスペースの拡充などが行われました。また、
ライトアップによる夜間景観の演出も行い、多く
の市民や観光客で賑わうウォーターフロントエリ
アとして生まれ変わりました。

【今後の実施予定事業】
■「開港 150 年記念式典」

5 月 19 日には、神戸港の港運業界、国内外の
船社、関連団体などを代表する方々に出席いただ
き、市民の方々と開港 150 年をお祝いする記念式
典を開催します。

また、開港 100 年目からの 50 年の間に、神戸
港の発展に著しく貢献された方を表彰する港湾功
労者顕彰を実施するとともに、国内外の社会経済
情勢や港湾物流の動向なども踏まえて策定した概
ね 30 年後の神戸港の目指すべき将来像を発表し
ます。

■「海フェスタ神戸」
7 月 15 日〜 8 月 6 日には、海の日にちなんで

開催される日本最大の海の祭典、「海フェスタ神
戸」を開催します。「海フェスタ神戸」では、神
戸港の魅力を様々な形で発信する「海の総合展」
や過去最多 15,000 発の花火を打ち上げる「神戸
開港 150 年みなとこうべ海上花火大会」、国内外
の帆船が、神戸港に一堂に会する「帆船フェスティ
バル」を開催します。

■「食」イベント
9 月には秋の「食」イベントが開催され、神戸

から全国に広まった食べ物や神戸を拠点としてい
る有名店のグルメなどが楽しめるほか、神戸発の
文化を体験できるブースやステージイベントな
ど、多彩な事業が予定されています。

■「神戸ポートオアシス」の整備
港湾で働く人々や市民、観光客等の多様な活動と

交流の場として、福利厚生施設「神戸ポートオアシス」
を整備します。この施設は周辺に立地する神戸税関
や、デザインクリエイティブセンター神戸（KIITO）、
新港貿易会館といった歴史的建築物群と調和した外
観デザインとなっています。

これらの事業を展開する中で、開港 150 年を機
に、神戸港、そして神戸の未来を企業、市民、行
政がともに創造する機会にしたいと考えています。

皆さまのご参加をお待ちしております。

「神戸開港 150 年記念事業」
神戸開港 150 年記念事業実行委員会
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メリケンパーク再整備イメージ

歓迎セレモニーの様子

神戸国際港湾会議の参加者



近年、様々な分野においてドローンの活用・実
用化に向けた取組がなされていますが、水産業にお
いても複数の実証研究が取り組まれているところで
す。これらの取組の一つとして国立研究開発法人農
業・食品産業技術総合研究機構より委託を受けて、

「革新的技術開発・緊急展開事業」のうちの地域戦
略プロジェクトにおいて平成 28 年度より 3 カ年計
画で“かつおの魚群探索への活用に向けた取組”を
行っています。

我が国のかつおを漁獲対象とする漁業（海外ま
き網漁業、遠洋・近海かつお一本釣り漁業）では、
魚群を探索する手段として、「鳥付」と呼ばれるエ
サとなる小魚を追うかつおの群れとともに移動する
海鳥を探す方法が一般的となっています。海鳥を探
す手段は、水温図や海鳥レーダー等の情報を補完的
に活用しながら漁場となりうる海域を漁船で航走
し、双眼鏡を用いた乗組員の「目視」で行われてお
り、操業の大部分を海鳥の探索に費やしているのが
実態です。他方、海外の遠洋かつお漁業に着目する
と大型漁船に有人ヘリコプターを搭載し、それを活
用して魚群を効率的に探索する操業が行われ、一定
の成果を挙げています。我が国漁船もヘリコプター
を活用した操業を行っているものもありますが、大
多数のかつお漁船はヘリコプターを搭載するスペー
スも無く、漁船で把握できる情報のみの操業を余儀
なくされております。

このような状況を打破するため、有人ヘリの高
い探索能力を持つ外国漁船等に対抗でき、我が国の
遠洋かつお漁業の大幅な生産性・国際競争力の向上
を図ることを目的として、図１に示すような①有人
ヘリコプター同等の飛行性能（探索時間・探索範囲）
を有し、漁船から制御可能なドローンの開発と、②
かつお魚群の指標となる鳥群及びその海面情報をリ

アルタイムで伝達・漁場構成の解析支援システムの
開発を組み合わせた「ドローンを利用した高効率魚
群探索システムの開発」に取り組んでいるところで
す。これは、漁場探索範囲の拡大に伴う生産性を向
上（探索能力拡大による水揚金額向上、探索時間短
縮に伴うコスト削減）ならびに外国漁船と競合する
漁場における競争力確保の実現に資するものです。

当該システムの開発に先立ち、現状の有人ヘリ
コプターを用いた魚群探索の現状を調査した結果、
通常の探索は、漁船の半径 15 ～ 30 マイル、速度
60～70kt、飛行時間1～1.5時間、高度200～300ｍ、
探索の限界風速は 8m/s という条件の下で、鳥レー
ダーで得られた情報の確認（鳥の群れの下に魚群の
有無、魚群の規模）が主な探索の内容であることが
明らかとなりました。したがって、一つは、ヘリコ
プターの探索範囲を網羅する飛行性能を有するド
ローン本体の開発ならびに鳥レーダーの情報等から
ドローンを管制するシステムの開発、もう一つはド
ローンの制御や取得した映像を本船に送信するため
の、探索範囲をフォローする中継ドローンを活用し
た通信網の確立ならびに取得した画像の解析支援シ
ステムの開発という 2 課題を実施しています。

初年度である平成 28 年度は、主に基礎的部分の
開発を実施しておりますが、機体開発において、長
距離・高速飛行の実現に向けて、エンジン駆動型ド
ローンの基本設計および可変ピッチ機構の機体設
計、長距離・長時間飛行を実現するために必要な機
体剛性の検討、安全対策を目的としたドローンの異
常及び状態メッセージ通知機能及び方位誤差推定機
能の実装等、漁業に特化したドローン開発を行って
います。計画では、平成 30 年度には、上記漁船に
ドローンを搭載し、実海域におけるかつお群れの探
索実証試験を実施する予定です。

漁 業 現 場 で ド ロ ー ン 活 用 へ
— ドローンを利用した高効率魚群探索システムの開発について —

高効率漁場探索システムの開発共同実施機関
代表機関　一般社団法人海洋水産システム協会　研究開発部長　酒

さか

井
い

 拓
たくひろ

宏
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図1．確立する技術体系の概要と開発目標

開発中のドローン試験機（エンジン可変ピッチ型）
プロペラ含む横幅2,850mm　高さ535mm
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　毎日のようにトランプ大統領のニュースが流れ、
世界中が右往左往している。3 月 3 日のワシントン
ポスト電子版に、今年の 10 月から始まる米 2018 年
度予算案がトランプ大統領から提案され、NOAA の
予算は 17% カットという記事が出ていた。他方国防
総省と国土安全保障省の予算はそれぞれ 10% と 7%
増額らしい。直ちに右往左往する話ではないが、こ
の予算がそのまま通れば、日本の海洋政策や海洋研
究にも何らかの影響は出るであろう。（塚）

塩および製塩の研究とその応用 — 海水総合研究所の取組み —

公益財団法人塩事業センター海水総合研究所

（公財）塩事業センター海水総合研究所は、1949
年の日本専売公社小田原製塩試験場発足以来、日本
固有の製塩法を築き、その基盤を強化するための製
塩技術に関する研究を行ってきました。現在は製塩
技術、塩の商品設計技術、海水 ･ 塩等の分析技術の
研究を柱に、基礎研究、応用研究および受託 / 共同
研究、受託分析を行っています。また、研究成果な
どの情報を社会に発信しています。

製塩に関する研究とその応用
効率的な塩の生産技術を構築するため、製塩用

イオン交換膜に関する研究、晶析装置の制御に関す
る研究、腐食抑制法に関する研究を実施しています。
さらに、長年培ってきた製塩技術を応用し、海水や
にがり、塩湖かん水からの Mg, Li などの有用資源
の回収に関する研究を実施しています。これらの研

究は、製塩会社や大学だけでなくプラント会社、商
社などからも依頼を受け、受託 / 共同研究を行って
いるものもあります。例えば、南米塩湖かん水から
の Li 回収方法については、製塩技術をコア技術と
した方法を提案しました（図 1）。

分析法の開発と塩の標準物質
塩は食用だけでなく、ソーダ工業用など食用以

外にも多く利用されています。用途により分析さ
れる項目は異なり、食用の場合には NaCl などの主
成分、有害元素（As, Cd, Cu, Hg, Pb）、衛生検査、
食品衛生法で定められた農薬や放射能濃度、食品添
加物などが分析されます。また、道路用の凍結防止
剤として使用する場合には、NaCl 純度や粒径分布、
環境基本法の排水基準に準ずる項目（Cd、全窒素、
PCB、アルキル水銀など）が分析されます。主成
分以外の微量な成分を分析する際には、主成分であ
る NaCl の影響を少なくすることが不可欠であり、
塩試料に特化した分析法の開発を行い、高感度、高
精度の分析を可能としました。開発された分析法は、
塩の品質検査や塩の製造工程などの安全性調査に活
用するとともに、国際規格「ISO/IEC17025」に基
づいた受託分析にも適用しています。また、これま
で分析方法の評価、試験機関の技術的能力を確認す
るための塩の標準物質は販売されておりませんでし
たが、今後は、それらに対応できる分析値が付与さ
れた塩の標準物質を販売する予定です。

会期：2018年5月28日（月）〜31日（木）
会場：神戸コンベンションセンター
　　（神戸国際会議場・神戸国際展示場）

◆展示会出展者募集中！
　新たなネットワーク構築、ビジネスマッチングの場とし
て、企業、研究機関、政府機関から海外に関する様々な
分野の出展者が集う展示会にぜひ、ご出展ください。
　また、2017年10月31日までは、早期割引料金でお申込
みいただけますので、お早めにお申込みください。

◆論文募集のお知らせ
　OTO＇18の論文を以下のスケジュールで募集します。
　アブストラクト受付開始 … 2017年9月1日
　アブストラクト締切 ……… 2017年12月1日
　登録受付開始 …………… 2018年2月1日
　フルペーパー締切 ………… 2018年3月23日
　早期登録受付締切 ……… 2018年4月15日

　出展案内、論文トピックスなど詳しくは、ウェブサイトを
ご覧ください。
　http://www.oceans18mtsieeekobe.org/

OCEANS’18 MTS/IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018（OTO＇18）出展者および論文募集について
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図１．日本の製塩プロセス（下）とLi回収プロセス（上）の比較


